
 

  



はじ めに 

チームオレ ンジに取り 組む市町村の皆様へ 

 

 地域や職域において、 認知症に対する正し い知識と 理解を 持ち、 認知症の人やその家族に対し てでき る範囲で手助けする

「 認知症サポータ ー」 は、 こ れまでに全国で約１ ， ２ ０ ０ 万人、 愛知県で約６ ６ 万人が養成さ れています（ 2020 年９ 月 30

日現在）。  

 

 また、 こ れまでに養成さ れた認知症サポータ ーの中には、 認知症カ フ ェ やサロンを開いたり 、 傾聴や見守り などの活動を

自ら の意思で行う サポータ ーも 誕生し ています。  

 

 こ のよう な動き をさ ら に発展さ せるため、 ２ ０ １ ９ 年６ 月に国が策定し た「 認知症施策推進大綱」 では、 でき る範囲で手

助けを 行う と いう サポータ ーの活動の任意性は維持し つつ、認知症の人や家族の支援ニーズと 認知症サポータ ーを中心と し

た支援をつなぎ、 認知症になっ ても 安心し て暮ら し 続けら れる地域づく り の具体的活動「 チームオレ ンジ」 を 2025 年まで

に全市町村で取り 組むこ と と さ れまし た。  

 

 県内では、 チームオレ ンジに取り 組む市町村はまだ少数であるため、 こ のたび、 チームオレ ンジに取り 組も う と お考えの

市町村の皆様のご参考と なるよう 、 事例集を 作成し 、 ご紹介し ます。  

 

 こ の事例集が市町村の皆様の取組の一助と なるこ と を 願っ てやみません。  

                                  令和２ 年 11 月 13 日 愛知県福祉局高齢福祉課 
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【 名古屋市北区】  
認知症サポータ ーが活躍でき る 地域づく り のし かけ 

 
運営団体基本情報 
●運営団体名 名古屋市北区東部・ 西部いき いき支援センタ ー 

●運営法人 社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 

●設置年 2006 年４ 月～ 

●スタ ッ フ 構成 
保健師、 主任介護支援専門員、 社会福祉士、 介護支援専門員、 見守り

支援員、 事務職員 

●運営財源 名古屋市委託金（ 地域包括ケア推進会議 認知症専門部会経費）  

●連絡先 TEL: 052-915-7545 Mai l : h-ki t a-sei bu@nagoya-shakyo. or . j p 

 
事業概要 

●活動形態 
認知症サポータ ーが区の認知症施策に関与（ 意見・ 提案） する仕組み

づく り  

●活動場所 名古屋市北区 

●対象者層 

認知症サポータ ー約 100 名 

（ う ちサポータ ーカ フ ェ への参加者： 約 30 名、 世話人会メ ンバー： 地

域住民４ 名、 専門職１ 名（ サポータ ーカ フ ェ 参加者の中から 選定） ）  

●平均利用者数 サポータ ーカ フ ェ への参加者 約 30 名／回 

●活動頻度 年３ 回程度 

●参加費用 無料 

 
[ 活動の特徴]  

●経緯 

○ 名古屋市では各区に地域包括ケア推進会議認知症専門部会が設置

さ れている。 し かし 、 認知症専門部会は医師をはじ めと し た専門職

を中心に構成さ れていたため、 専門部会は地域の認知症サポータ ー

（ 以下、 サポータ ー） の活動を把握できておら ず、 サポータ ーも 区

の認知症施策を 知ら ないと いう 課題があっ た。  

○ 上記の課題を 解決するために、 サポータ ーと 区の施策を 結びつけ

る仕組みと し て、 「 サポータ ーキャ リ アビジョ ン（ 以下、 キャ リ ア

ビジョ ン） 」 を 作成（ 2016 年） 。 サポータ ーと し ての活動例やステ

ッ プアッ プの流れを見える化し た。 サポータ ーの地域での活動が、

区の認知症施策につながっ ており 、 施策の中で重要な役割を 担っ て

いるこ と を示し た。  

○ キャ リ アビジョ ンの中心と なる取り 組みと し て、 サポータ ーがつ

どい、 学び、 考え、 交流する 場と し て、 また、 サポータ ーの活動事

例や意見を収集する場と し て、 「 認知症サポータ ーカ フ ェ 」 を開始

（ 2016 年） 。 認知症サポータ ーフ ォ ローアッ プ研修を 受講し た認知

症サポータ ーが集まり 研修・ グループワーク ・ 他の関係団体と の交

流を行っ ている 。  

○ 2017 年度には、 サポータ ーカ フ ェ 参加者の中から 「 名古屋市北区

認知症サポータ ー世話人会（ サポレ ンジャ ー） 」 を結成。 認知症専

門部会で提言を 行う 仕組みづく り を進めている。  

●具体的な活動 

○認知症サポータ ーキャ リ アビジョ ン 

・  認知症サポータ ーが研修を受けてから 活動を行う までの一連の流

れを「 見える化」 するこ と で、 サポータ ーの活動促進を図る。  

・  認知症について「 学ぶ」 、 認知症当事者や介護者に「 出会う 」 、

実際にサポータ ーと し て「 行動する」 、 サポータ ーと し て意見を

「 提言する」 と いう 4 つのステッ プを示すこ と で、 積極的に活動し

ても ら う と と も に、 区の認知症施策への参加を促し ている。  

○サポータ ーカ フ ェ  

・  2016 年 12 月から 年２ 、 ３ 回の頻度で実施（ 研修１ 回、 グループワ

ーク １ 回、 他団体と の交流１ 回） 。 参加者は、 フ ォ ローアッ プ研修

受講者約 100 名のう ち 30 名程度。  

・  サポータ ーカ フ ェ では、 サポータ ーがやっ ているこ と 、 やり たい

こ と 、 でき るこ と を話し 合っ ている。 地域ではサポータ ーによ る小

さ なグッ ド プラ ク ティ スが蓄積し ているが、 潜在化し てし まっ てい

るため、 それを共有し ている。  

・  キャ ラ バンメ イ ト やカ フ ェ 運営者などすでに活動を行っ ているサ

ポータ ーと 交流するこ と により 、 サポータ ー発の活動へと つなげて

いる。  

・  サポータ ーカ フ ェ を通し てサポータ ーの自主的な活動が活発化

し 、 こ れまでに認知症カ フ ェ 「 ぐ っ Caf e」 や、 認知症啓発を 目的と

し た劇を行う 「 劇団三季」 の立ち上げ支援を行っ た。  

○名古屋市北区認知症サポータ ー世話人会（ サポレ ンジャ ー）  

・  サポータ ーカ フ ェ 参加者の中で意欲がある人を「 名古屋市北区認

知症サポータ ー世話人会（ 愛称： サポレンジャ ー） 」 に任命。  

・  現在 5 名（ 地域住民 4 名、 専門職 1 名） で構成さ れており 、 それ

ぞれの得意分野を 活かし て活動し ている。  

・  サポータ ーカ フ ェ でサポータ ーの意見・ 提案を集約し 、 認知症専

門部会において提言するほか、 サポータ ーフ ォ ローアッ プ研修、 サ

ポータ ーカ フ ェ の企画立案、 認知症啓発活動の企画運営を行っ てい

る。  

・  こ れまでに世話人会の提案がき っ かけで、 認知症カ フ ェ に親族等

の認知症介護経験があるサポータ ーを区内のカ フ ェ に派遣し 傾聴を

中心と し た介護者支援を行う 「 カ フ ェ と も 」 制度を創設。 また、 世

話人会の自発的な活動と し て、 認知症啓発イ ベント 「 認知症を も っ

と 知っ ても ら ウォ ーキング」 の開催が実現。  

○（ 参考） 名古屋市地域支えあい事業 

・  名古屋市が実施する介護予防・ 生活支援サービス事業の一つと し

て、 各小学校区の地域福祉推進協議会が推進する取組。  

・  地域住民（ 高齢者、 障がい者、 子育て中の方） の生活の中のちょ

っ と し た困り ごと を近所のボラ ンティ アがお手伝いする。 支援内容

は電球の取り 換え、 ゴミ 出し や清掃、 買い物・ 通院の付き添い、 傾

聴、 草むし り 等 

・  各区の窓口には住民の中から 選抜さ れた「 ご近所ボラ ンティ アコ

ーディ ネータ ー」 （ 謝礼有） が配置さ れ、 相談・ 派遣調整等のマッ

チングや、 事業に伴う 事務を行う 。  

・  ご近所ボラ ンティ アには認知症サポータ ー養成講座受講者も 含ま

れており 、 認知症の方を含む高齢者支援を行っ ている。  
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●活動経費 名古屋市委託金（ 地域包括ケア推進会議 認知症専門部会経費）  

○ 地域では、 サポータ ーによる小さ なグッ ド プラ ク ティ スがたく さ ん生まれ

ており 、 それを 施策に反映し ている。  

○ 「 サポータ ーキャ リ アビジョ ン」 でサポータ ーの活動プロセスを見える化

し 、 サポータ ーの地域活動を区の施策に反映する仕組みをつく っ ている。  

○ 「 サポータ ーカ フ ェ 」 でサポータ ーの交流・ 意見交換の場をつく るこ と

で、 サポータ ーになっ た方が実際に活動するまでを 手厚く フ ォ ローし 、 実際

の活動へつなげている。  

○ サポレ ンジャ ー（ 認知症サポータ ーフ ォ ローアッ プ講座受講者のう ち代表

と なる者５ 名） と し て区の認知症施策会議に参加し ても ら う こ と で、 市民が

区の認知症施策に関り を持つと と も に、 住民目線の意見を施策に反映するこ

と ができ る。  

○ 将来的には認知症の人やサポレ ンジャ ー、 地域住民、 企業、 専門職、 行政

などが一堂に会し 、 「 北区のまちづく り 」 について議論する場を開催し 、 で

き るこ と を進めていく 。 認知症サポータ ーの持つ様々なスキルを活かし た活

躍の場を 準備し 、 北区内の様々な場所でサポータ ーが活動でき るよう にし て

いく （ 北区版チームオレ ンジ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域支えあい事業（ 生活支援活動の流れ）  
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【 豊橋市】  

大清水校区における地域住民による 見守り ネッ ト ワーク 構築 

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 大清水見守り の会 

●代表者名 大清水校区自治会長 

●事業開始 2018 年 11 月～ 

●スタ ッ フ 構成 

会長： 大清水校区自治会長 

委員： 大清水校区副自治会長３ 名 

   民生委員、 老人会、 消防団、 校区内介護施設 

   豊橋市南部地域包括支援センタ ー 

●運営財源 なし （ 会計を持たない）  

●連絡先 
TEL: 0532-25-7100（ 豊橋市南部地域包括支援センタ ー）  

Mai l :  nanbu-houkat u@t oyohashi -shakyo. or . j p 

 

事業概要 

●活動形態 住民主体の見守り 活動 

●活動場所 大清水校区 

●対象者層 認知症のご本人やご家族 

●平均利用者数 － 

●活動頻度 
①行方不明者捜索模擬訓練： 年１ 回 

②行方不明情報の回覧・ 連絡網による 情報共有： 行方不明発生時 

●利用料金 無料 

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

・ 平成２ ９ 年６ 月に校区内の認知症の方が行方不明になり 、 家族と 関

係者は捜索をし ていたが、 当初その方の情報を地域で共有でき てい

なかっ た。 そし て行方不明から １ カ 月以上たっ て死亡発見さ れた。

も っ と 早く 知ら せてく れたら も っ と 協力でき たのではないかと いう

後悔が残っ た。  

・ 上記のこ と よ り 、 行方不明になっ た早い段階に「 正し い情報を自治会

や地域全体で共有できたら 、見つけるこ と が出来るのではないか」「 協

力でき る人や地域の団体同士が連携を取れたら 、 見つけるこ と が出来

るのではないか」 と いう 声が上がり 、 自治会、 民生委員、 老人ク ラ ブ、

消防団、 校区防災リ ーダー、 介護保険事業所、 警察署、 交番を中心に

地域ケア会議にて話し 合いを 開始し た。 豊橋市には「 豊橋おかえり ネ

ッ ト （ 行方不明者のメ ール配信） 」 があるがスマホ登録になじ めない

と の声や、 校区内なら より 短時間に捜索が開始でき る、 見知っ た人な

ら より 見つけやすいと の意見が出たため、 住民独自のネッ ト ワーク を

立ち上げるこ と になっ た。  

・ 話し 合いの中で認知症についての理解を深めたいと の声も あがり 認知

症サポータ ー養成講座を校区住民向けに実施。  

・ 講座と 並行し て地域全体での情報共有の方法を検討し 、 地域での連絡

網、 緊急回覧のし く みづく り を 行っ た。  

・ 平成３ ０ 年１ １ 月に大清水見守り の会が発足。 平成３ １ 年１ 月に行方 

不明者捜索模擬訓練を実施。  

●具体的な活動 

○見守り の会の連絡網を作成。 年に１ 回見直し を実施。 実際に校区内

で行方不明が発生し た時に連絡網を活用し て情報共有。 地域での捜

索活動を実施。  

＜実績＞ 

令和元年度： １ 件（ 家族が公表を躊躇し ていたが自治会が説得し て

捜索。 隣接の校区で見つけるこ と ができ た。 ）  

令和２ 年度（ １ ０ 月現在） ： １ 件（ 妻から 自治会へ依頼。 住民が捜

索開始し 、 市の配信より 前に見つかっ た）  

○年に１ 回、 行方不明者捜索模擬訓練を実施。  

・ 捜索模擬訓練前には認知症サポータ ー養成講座を実施し 、 声掛けや

対応方法について学んでいる。  

・ 地域での取り 組みを広げるために隣接する地域の自治会、 民生委員

等に働きかけ、 訓練への参加を 呼び掛けている。  

○校区内の他の活動と の協働 

・ 高齢者や障碍者のちょ っ と し た困り ごと に対応する組織（ 支え合い 

の会） へも 参加し ているメ ンバーも いる。  

・ 校区内にあるグループホームを 会場と し て、 認知症の方と の交流や 

子ども の貧困問題も 含め、 多世代を対象と し た食堂の開催に協力し  

ているメ ンバーも いる。  

●活動経費 

・ 地域ケア会議や認知症サポータ ー養成講座の資料代等は豊橋市南部

地域包括支援セン タ ーが負担。  

・ その他の経費については発生なし 。  

 

 

 

☆地域で実際に起こ っ た行方不明事例に対し て関係者みんなで丁寧に向き合う こ と で、 他

人事ではなく 『 ジブンゴト 』 と し てと ら えるこ と ができ た。  

☆会議を重ねる中で「 話し 合いだけでなく 、 実際に動いていかないと 意味がない」 と の住

民の声をき っ かけに、 会議の中で出た内容を一つずつ地域ケア会議参加者（ 住民８ ０ 人ほ

ど） が主体と なっ て具体化し ていっ た。  

☆一から 新し く 作り 出すのではなく 、 も と も と ある組織を基にそれぞれが横に繋がるこ と

で情報共有ツールを作成するこ と ができた。  
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[ 活動の特徴]  

【 岡崎市】  

口と 喉を鍛える「 岡崎モグザえも ん体操」 普及啓発  

運営団体基本情報 

●運営団体名 岡崎市 

●代表者名 福祉部 長寿課 ほか 

●事業開始 2018 年 4 月～ 

●スタ ッ フ 構成 
長寿課、 地域包括支援センタ ー（ 認知症地域支援推進員・ 認知症キャ

ラ バンメ イ ト 兼務） 岡崎リ ハビリ テーショ ンネッ ト ワーク  

●運営財源 
地域支援事業費 

あいちオレ ンジタ ウン構想認知症に理解の深いまちづく り モデル事業 

●連絡先 TEL:  0564－23－6837 Mai l :  chi i ki hokat sukea@ci t y. okazaki . l g. j p 

事業概要 

●活動形態 住民主体 

●活動場所 公民館等市内全域 

●対象者層 
住民主体による介護予防活動「 岡崎ごまんぞく 体操」 を 1 年以上継続

し て実施し ている団体（ 65 歳以上の高齢者）  

●平均利用者数  

●活動頻度 週１ 日 

●利用料金 各団体による 

●経緯 

・  平成 28 年９ 月から 介護予防事業と し て、 地域住民主体で取り 組む介護予 

防事業「 岡崎ごまんぞく 体操（ 筋力体操）」 の推進支援を 開始し た。 行政と

地域包括支援セン タ ー、 岡崎リ ハビ リ テーショ ン ネッ ト ワーク が協働し て

団体の立ち 上げ支援を 行い地域住民と と も に「 通いの場」 を 形成し 、 地域

づく り を 行っ ている 。  

・  県委託事業「 あいちオレ ン ジタ ウン構想認知症に理解の深いまち づく り モ 

デル事業（ 平成 30 年度から 令和２ 年度ま での３ か年）」 において、 高齢者

の誤嚥性肺炎罹患率の高さ 、 口腔内の衛生状態の悪さ 、 咀嚼機能の低下に

よ り 認知症の発症リ スク が上がる と いう 研究結果がある にも 関わら ず、 摂

食嚥下支援や口腔ケアに対する 取組が少ないこ と から 、 当市は「 最期まで

おいし く 食べよ う ～食を 通し た多職種連携～」 を テーマに認知症本人、 そ

の家族等を 支える ための仕組み・ 体制の構築、 多職種の連携・ ネッ ト ワー

ク を 構築し 、 認知症本人・ その家族等に支援を 行う 体制の構築を 目指し て

き た。 その中で市民に対する 啓発と し て、 摂食嚥下や口腔ケア等の「 食」

に関する 知識や理解を 深める ために、 口と 喉を 鍛える 「 岡崎モグザえも ん

体操」 を 多職種で制作し 普及活動を 実施し ている 。  

・「 岡崎モグザえも ん体操」 作成に携わっ た多職種 

岡崎歯科医師会・ 岡崎歯科衛生士会、 岡崎リ ハビ リ テーショ ン ネッ ト ワー

ク 、 岡崎市、 岡崎市民病院、 岡崎市立看護専門学校 

 

 

 

「 普及啓発 DVD」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●具体的な活動 

・  行政は、 地域包括支援セン タ ーと 岡崎リ ハビ リ テーショ ン ネッ ト ワーク の

職員を 対象に、 普及啓発に関するオリ エン テーショ ン を 実施。 地域包括支援

セン タ ーと 岡崎リ ハビ リ テーショ ン ネッ ト ワーク がチームと なり 、 岡崎ごま

んぞく 体操開始後１ 年を 経過し た団体に、 口腔機能向上と 栄養改善を 目指

し 、 各団体に摂食嚥下や口腔ケア等の講義と 、 口と 喉を 鍛える 「 岡崎モグザ

えも ん体操」 の指導を 実施。  

・  指導を 受けた各団体は、 「 岡崎ごまんぞく 体操」 終了後に「 岡崎モグザえ

も ん体操」 を実施。  

 

〇上記団体の活動におけるサポータ ーの役割 

 行政と 地域包括支援センタ ー、 岡崎リ ハビリ テーショ ンネッ ト ワー

ク が立ち上げた「 通いの場」 には、 認知症サポータ ーも スタ ッ フ と し

て参加し ており 、 通いの場に参加し ている高齢者の支援を行っ てい

る 。  

 具体的には、 当該通いの場におけるサポータ ーの役割と し て、 通い

の場に参加する認知症の人や物忘れの心配のある方に対し て、 生活状

況の確認や早期介入、 認知症の人が通いの場に参加し やすく なるよう

調整役などの支援を 行っ ている。  

 その結果と し て、 参加し た高齢者や認知症当事者の認知症予防や認

知機能の維持に役立っ ている。  

●活動経費 
岡崎リ ハビリ テーショ ンネッ ト ワーク 事業協力者報奨金 

普及啓発用 DVD・ CD・ パンフ レ ッ ト の作成費 

１  口と 喉を 鍛える 「 岡崎モグザえも ん体操」 を 多職種が連携し て考案し 、 普及啓 

発 DVDには、 将来地域医療・ 介護を 支える 看護学生の教育の一環と なっ た。  

２  市民の口腔機能向上と 栄養改善を 目指し 、 岡崎ごまんぞく の各団体に摂食嚥下 

や口腔ケア等の講義と 、 口と 喉を 鍛える 「 岡崎モ グザえも ん体操」 の普及啓発を  

行う こ と で、 週１ 回継続し て体操が実施でき る 。  

       ３  認知症地域支援推進員と 認知症キャ ラ バン メ イ ト を 兼務する 地域包括支援セン  

タ ーが支援する こ と で、 認知症の方や高齢者の早期支援に繋がる 。  

資料 

４
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「 パンフ レッ ト 」  
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【 常滑市】  

地域ボラ ン テイ ア活動( 介護保険外支援)  

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 地域ボラ ンティ ア 

●代表者名 常滑市社会福祉協議会  

●事業開始 2017 年 11 月～ 

●スタ ッ フ 構成 

コ ーディ ネータ ー１ 名、 登録者１ ７ ６ 名 

（ 認知症サポータ ー養成講座の受講者１ ０ ０ 人程度、 う ち 特に認知症

について理解の深いサポータ ー( 30 名) を構成員と し て「 認知症啓発チ

ーム」 を設置し 、 認知症の方の支援及び啓発活動については本チーム

が中心と なっ て対応し ている 。 ）  

※青海地区の支援については、 青海ボラ ンティ ア隊( 32 名) と 連携し て

実施 

●運営財源 
生活支援体制整備事業費、 常滑市社会福祉協議会事業費( スマイ ルポイ

ント のク オカ ード への交換について： 行政から 一部補助あり )  

●連絡先 TEL: ( 0569) 43-0662 Mai l ： t kshakyo@out l ook. j p 

 

事業概要 

●活動形態 生活支援及びボラ ンティ ア活動 

●活動場所 市内全域 

●対象者層 主に高齢者、 障がい者の方 

●平均利用者数 実人数３ ０ 名/月 

●活動頻度 １ 日４ 件 

●利用料金 

軽作業については基本無料( こ の場合においても 支援者に対し ては活動

30 分あたり 1 ポイ ント のスマイ ルポイ ント を付与)  

長時間の作業は 1 時間で最大 500 円（ こ の場合、 支援者には利用者が

負担する利用料全額と 活動 30 分あたり 1 ポイ ント のスマイ ルポイ ン ト

を付与）  料金は随時依頼に合わせて要相談 

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

【 設立】  

・  常滑市社会福祉協議会では、 2016 年包括が委託になっ た際、 生活

支援コ ーディ ネータ ーの配属も あり 、 イ ベント や教室開催時にボラ

ンティ アの活動意志の有無を 確認し 300 名を超える市民の声を頂

き 、 2017 年 11 月に「 地域ボラ ンティ アセン タ ー」 を立ち 上げる運び

と なっ た。  

【 現状】  

・  地域ボラ ンティ アの登録を 市内全域に募り 、 現在では、 登録者 208

名( 内青海ボラ ンティ ア隊 32 名) で活動中。  

・  介護保険で対応できない内容などを中心に( 見守り 、 ゴミ 捨て、 自

宅清掃、 散歩、 買い物など) 活動し ている。  

・  基本、 介護認定がおり ていない方や軽度の認知症の方( 障がい者の

方) など相談に応じ て個々面談し て支援可否を決定。  

・  2020 年 9 月現在では、 ボラ ンティ ア登録者 208 名( 40 代～90 代)  

依頼は年々増加し 、 １ ２ ０ 件/月の活動実績があがっ ている。  

・  登録者には、 民生委員、 高齢者サポータ ー、 介護職員、 ケアマネ

ジャ ー、 保育士、 看護師など様々な方があり 、 認知症の方への対応

や啓発活動に関し ては、 「 認知症啓発チーム」 と し て、 各地域別に

連絡や活動を伝達できるよう な組織化を目指し ている。     

●具体的な活動 

・  困り ごと がある 方から の依頼は、 ご本人・ ご家族から の直接の依

頼のほか、 ケアマネジャ ーや民生委員、 高齢者相談支援センタ ーな

どを経由し ている 。  

・  生活支援コ ーディ ネータ ーが依頼者と 必要に応じ てご本人と の面

談後に各地域の地域ボラ ンティ アと マッ チングを行い、 顔合わせ後

に支援開始と なる 。  

・  月末に、 支援者から の報告書提出( 利用者の状況報告も 含む) 。 次

月初に集金訪問や支援者へのポイ ント 捺印を行う 。 ケアマネジャ ー

へも 必要時は報告する。  

・  介護認定が必要な状態になっ た場合は、 支援を介護保険に引き 継

ぎ終了と する。  

・  長期間の継続支援の方は、 １ 年が経過し た時点で支援の内容や頻

度の見直し を行う 。  

・  毎年、 地域ボラ ンティ ア登録者に向けて、 研修会・ 学習会を開催

し ている( ハート フ ルセミ ナー： ２ 回研修会開催)  その他、 「 認知

症専門チーム」 は、 年２ 回情報交換・ 意見交換会を開催し ている。  

・  活動内容は、 見守り ( 安否確認) 、 話し 相手・ 外出支援( 社会参加)

を兼ねる、 自宅清掃( 兼見守り 、 でき ない部分のみのサポート ) 、  

草取り ・ 草刈り ( 兼話し 相手) 、 買い物支援( 兼見守り ) 、 診療付き 添

い( 要相談) 、 ゴミ 捨て、 その他ニーズに合わせて対応。  

・  利用料は内容により 無料～１ 時間最大５ ０ ０ 円 

・  支援者は活動 30 分あたり スマイ ルポイ ント が 1 ポイ ント 付与さ れ

る（ 活動内容や活動時間に応じ てポイ ント 加算あり ） 。 ５ ０ ポイ ン

ト 貯まると ５ ０ ０ 円ク オカ ード と 交換でき る。  

●活動経費 

・  コ ーディ ネータ ー人件費、 運営事務経費は、 市から の委託料( 生活

支援体制整備事業費) にて運営し ている。 支援者へは、 実費がある場

合は利用者から 利用料頂く 。 また、 支援者に付与さ れるスマイ ルポ

イ ント は５ ０ ポイ ント 貯まると ５ ０ ０ 円ク オカ ード と 交換になる。  

☆生活支援コ ーディ ネータ ーが全域を把握し 、 高齢者相談支援センタ ーと 連携

し ているので、 対応など相談でき、 スムーズに支援に繋っ ている。  

☆地域差があるのでボラ ンティ ア登録が少ない地域は、 他地域から カ バーでき

ている。  

☆ボラ ンティ アから の情報提供があるこ と で、 包括支援セン タ ーへ繋がり 、  

迅速な対応ができ ている。  
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スマイ ルポイ ント 制度について 
・  2016 年 10 月より 60 歳以上を 対象に高齢者の健康維持・ 介護予防を 目的に開始になる。  

・ 2018 年 4 月よ り 、 40 歳～59 歳までの方にも 、 特定の活動参加者に限り 、 ポイ ント 付与開始になる。   

40 歳から 59 歳までの方の登録について 
 

（ １ ） ポイント の対象と なる活動は・ ・ ・  

次の 2 種類が対象と なり ます 

①常滑市保健センタ ーが指定する検診や健康教室に参加し た場合 

②社会福祉協議会が指定する介護予防に関連するボラ ンティ ア活動  

  ※こ こ でいう 「 ボラ ンティ ア活動」 と は会場準備や食事づく り 、 片づけ等、 運営側が担う 活動に無償で参加 

     するこ と を言います。  

    ご注意！ 

① ②以外の活動は、 スマイ ルポイント 登録団体の活動(運動・ ボラ ンティ アと も に)であっ ても ポイ ント の対象 

と なり ません！ 
 

   

（ ２ ） ポイ ント 点数、 ポイント が貯まっ たら ・ ・ ・  

   ①ポイ ント 点数 

    ・ 常滑市保健センタ ーが指定する検診等・ ・ ・ 1 回参加につき 1 ポイント  

    ・ 社会福祉協議会が指定するボラ ンティ ア活動・ ・ ・ 活動 30 分あたり 1 ポイント  

② ポイント が貯まったら  

50 ポイ ント 貯まると 、 500 円分の商品券を交換致し ます。  

 

(ポイント 交換は社会福祉協議会で行います) 

 

 

 

地区 青海 ⻤ 崎 常滑 南陵 計

2019.4~ 2020.3(1 2 か月)

2019年度活動延べ件数

      (日数）

2020.4~ 2020.9(6 か月)

2020年度活動延べ件数

(日数）

1066

559 181 340 72 1152

地域ボラ ンティ ア活動状況

343 322 340 61

 

《 お助け隊の活動内容》  

１ ． 対象  

・ 地域住民 

・ 介護認定がおり ていない方 （ 但し 、 応相談）  

・ 認知症と の診断が出ていない方 (但し 、 応相談) 

２ ． 活動期間  （ 一時的に不便を感じ たと き のお手伝いが基本）  

  ・ 数回、 または数カ 月（ 依頼者の状況にも よ るが最長１ 年間と する）  

３ ． 内容 

・ 見守り （ 安否確認）  

・ 話し 相手・ 外出支援（ 社会参加） を兼ねる 

・ 自宅清掃（ 兼見守り 、 でき ない部分のみのサポート ）  

・ 草取り ・ 草刈り （ 兼話し 相手）  

・ 買い物支援（ 兼見守り ）  

   ・ 診療付き 添い 

   ・ ゴミ 捨て 

  ・ その他 応相談 

※  ３ の内容一覧のよ う に、 ボラ ン ティ ア活動と ヘルパー業務は違います。 あく までも 地域

で生活し ていく ための自立のお手伝いです。 一緒に話し ながら ・ ・ 楽し く 地域のつながり

を深めるボラ ン ティ ア活動です。  

【 活動費】 　 500円／時間　 を 基準と し ま す。 た だ し 、 活動内容に応じ て 金額が変わり ま す。

　 　 　 　 　 　 　 　 例） 　 ゴ ミ 捨て 　 週に1回時　 500円／月

※　 活動費の金額は契約時に利用者と 相談し て決定し ま す。

ワン コ イ ンボラ ンティ アの流れ

（ お助け隊）

集金 報告

支払い

支援者利用者 社会福祉協議会

可能不可能

依 頼 受 付

受 託 選 任
お断り

連絡

作 業処 理支 払
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【 江南市】  

認知症カ フ ェ （ カ フ ェ を 中心と し た地域連携と サポータ ー活動の推進）  

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 オレ ンジカ フ ェ （ 五条川ジョ イ カ フ ェ ・ にじ いろカ フ ェ ）  

●代表者名 江南南部地域包括支援センタ ー （ 認知症地域支援推進員）  

●事業開始 2019 年 10 月～ 

●スタ ッ フ 構成 

認知症地域推進員 1 名、 カ フ ェ 協力隊 8 名、 （ う ち認知症サポータ ー

養成講座の受講者 8 人程度）  

運営支援関係者： 江南市職員・ 生活支援コ ーディ ネータ ー・ 市民農園

はなのき農園代表（ グループホーム運営推進会議参加者） 特別養護

老人ホーム・ グループホーム施設スタ ッ フ ・ グループホーム利用者

家族・ 区長・ サロン代表・ 民生委員・  

●運営財源 認知症総合支援事業費 

●連絡先 TEL: 0587-55-5470    Mai l ： s. nagat a@sat o-hp. j p 

 

事業概要 

●活動形態 認知症カ フ ェ の運営 

●活動場所 江南市南部圏域 

●対象者層 高齢者、 認知症の方と その家族 

●平均利用者数 実人数 30 名/月 

●活動頻度 月 1～２ 日 

●利用料金 無料～100 円 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

・  2018 年 8 月～包括支援センタ ー主催の認知症カ フ ェ 「 にじ いろ カ

フ ェ 」 を開催。 地域のキーパーソ ンの方の見学複数あり 。  

・  グループホーム運営推進会議参加者から 「 自分たちの地域でも 認

知症カ フ ェ のよ う な場が必要」 と の意見を得て、 第 2 号店「 五条川

ジョ イ カ フ ェ 」 の開催が決定。  

・  開催準備にあたっ ては、 広報活動、 開催場所や駐車場の確保、 開

催当日のお手伝いなど地域住民や介護施設の方と 協働で実施。  

・  Ｒ １ 年 10 月に認知症カ フ ェ を開催するこ と の告知を兼ねた、 プ レ

オープン会を開催し 、 認知症サポータ ー養成講座を実施。  

・  サポータ ー養成講座のカ リ キュ ラ ムに認知症カ フ ェ や「 カ フ ェ 協

力し 隊！」 の活動内容の説明を加え、 カ フ ェ 協力し 隊（ ボラ ンテイ

ア） を募集し たと こ ろ、 参加者の中から 5 名の方の応募があっ た。  

・  カ フ ェ 準備会議に「 カ フ ェ 協力し 隊！」 の方も 参加し ていただ

き 、 カ フ ェ の名称や運営方法を協議し た。  

・  Ｒ 2 年 1 月に第 1 回目の「 五条川ジョ イ カ フ ェ 」 を開催。  

・ 「 カ フ ェ 協力し 隊！」 の活動の手引きや名札を作り 、 活動し やすい

体制を整える。  

・  にじ いろ カ フ ェ でも 同様に「 カ フ ェ 協力し 隊！」 を募集。 現在に

じ いろ カ フ ェ でも 4 名の「 カ フ ェ 協力し 隊！」 が活動を し ている。  

・ 「 五条川ジョ イ カ フ ェ 」 は地域の声で出来た、 地域の人による社会

資源と 捉え、 現在も 発祥の場である「 グループホーム運営推進会

議」 でカ フ ェ の運営報告や活動内容の協議を行っ ている。  

●具体的な活動 

①にじ いろ カ フ ェ （ 西部中学校圏域） 毎月第 3 火曜日 

②五条川カ フ ェ  （ 布袋中学校圏域） 各月第 4 水曜日 

①②のカ フ ェ 開催のための活動関係者にお願いし ている活動 

  活動内容の報告と 協議、 協力依頼の場 

・ グループホーム運営推進会議 

  運営支援関係者 

・ 開催前のチラ シの地区回覧 

・ 開催場所の確保、 当日駐車場確保と 車の移動 

・ 認知症利用者への特別な対応（ ケマネジャ ーや福祉施設職員）  

  カ フ ェ 協力し 隊！ 

・ 会場設置・ 受付・ 演奏者の対応など 

・ 参加者への（ 皆が楽し く 参加でき るよう に） 声掛けや配慮 

・ おれんじ 通信（ 認知症予防や地域の情報を掲載） の作成協力 

  地域の自主団体等（ 圏域の趣味団体、 サーク ルグループ、 専門

職）  

・ カ フ ェ での演奏 

・ 認知症の理解や介護保険サービ スなどの講義 

〇活動の効果 

 カ フ ェ 協力し 隊！8 名の方に認知症カ フ ェ で認知症当事者、 家族と 接

し ても ら う こ と で、 当事者を支えるのに必要な 「 認知症の方を理解

し よう と する気持ち （ 姿勢） 」 や「 認知症の方と の関わり 方」 と いっ

た実践的なスキルが向上し てき ている。 今後、 こ れら のスキルを活用

し チームオレ ンジの取組につなげていく 。  

●活動経費 認知症総合支援事業費と カ フ ェ 参加費 

 

 

☆介護サービス事業者、 地域のキーパーソ ン、 グループホーム利用者家族など多様な方が

参加するグループホーム運営推進会議を協議の場と し た事で、 様々な立ち位置での意見や

協力を得ながら カ フ ェ を運営する事ができ た。  

☆「 カ フ ェ 」 と いう 具体的な場を通し て、 地域での認知症理解のあり 方や本人家族の住み

やすい街づく り について考える事で、 より 身近に自分事と し て捉えていただけた。  

☆「 出来る事を、 出来る範囲で」 を モッ ト ーに「 カ フ ェ 協力し 隊！」 を募集。 「 活動の

場」 と 「 そこ で何をするのか」 を手引きなどで具体的に示し た事で、 一番最初の関門でも

ある 「 活動へ参加」 のハード ルを下げ、 参加し やすい体制が作れた。 カ フ ェ へ参加する楽

し さ に加え、 「 役に立てている」 やり がいも 見いだせており 、 活動の継続はも ち ろん、 新

たな応募者も 生んでいる。  
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【 知立市】  

住民主体の認知症ボラ ン ティ ア活動 

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 オレ ンジメ イ ト （ 愛知県知立市）  

●代表者名 （ 事務局） 知立市 長寿介護課 地域支援係 

●事業開始 2018 年 1 月～ 

●スタ ッ フ 構成 
コ ーディ ネータ ー１ 名（ 市職員） 、 登録サポータ ー18 名 

（ う ち認知症サポータ ー養成講座の受講者数 18 名）  

●運営財源 地域支援事業（ 包括的支援事業・ 社会保障充実分）  

●連絡先 TEL: 0566-95-0191  Mai l : choj u-kai go@ci t y. chi r yu. l g. j p 

 

事業概要 

●活動形態 住民主体の認知症ボラ ンティ ア活動 

●活動場所 市内全域 

●対象者層 市民、 認知症ご本人と その家族 

●平均利用者数 
認知症カ フ ェ ・ 家族交流会参加 ５ 人／回 

介護事業所での傾聴ボラ ンティ ア 令和元年度 実績６ 人 延べ 31 件 

●活動頻度 
認知症カ フ ェ ・ 家族交流会 月１ 回 

介護事業所での傾聴ボラ ンティ ア 週２ 回～月１ 回 

●利用料金 無料 

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

・  平成 30 年度よ り 「 オレ ンジメ イ ト 育成研修（ 認知症サポータ ース

テッ プアッ プ講座） 」 を市主催で開始。 ２ 年間で認知症ボラ ンティ

ア（ 以下「 オレ ンジメ イ ト 」 と いう ） を 20 名育成。  

・  オレンジメ イ ト 育成研修終了時のアンケート にて今後の活動に対

する調査をし たと こ ろ「 認知症カ フ ェ への参加」 「 傾聴ボラ ンティ

ア」 「 徘徊高齢者捜索模擬訓練への参加」 に希望あり 、 活動を実

施。  

・  傾聴ボラ ンティ ア活動の場と し て、 市内介護事業所に協力を依頼

し 活動を実施。 市内介護事業所がボラ ンティ アを募集し ていたこ と

から 、 市が介護事業所と オレ ンジメ イ ト の橋渡し を行い、 介護事業所

への人材支援と オレンジメ イ ト の活躍の場を確保するこ と を目的と し て

活動を開始し た。  

・  認知症施策に関する関係者意見交換会を認知症地域支援推進員と

グループホーム等の市内介護事業所と と も に実施。 オレ ンジメ イ ト

の活動方法について意見交換を行っ た。   

●具体的な活動 

＜徘徊高齢者捜索模擬訓練への参加＞ 

・  平成 30 年度に市民対象に徘徊高齢者捜索模擬訓練を実施。 運営の

手伝いと し てオレ ンジメ イ ト が参加。 市民 40 名の参加あり 。  

・  オレンジメ イ ト が運営に入る こ と で、 オレ ンジメ イ ト の知り 合い

が参加するなど、 行政のみで実施するより も 市民が参加し やすい雰

囲気と なっ た。  

＜認知症カ フ ェ ・ 家族交流会への参加＞ 

・  平成 30 年度より 認知症カ フ ェ ・ 家族交流会でのボラ ンティ アを 実

施。  

・  活動内容は傾聴、 運営手伝い。  

・  オレンジメ イ ト が知り 合いの認知症ご本人と ご家族を認知症カ フ

ェ へ誘い、 認知症カ フ ェ に参加し たこ と をき っ かけに地域包括支援

センタ ーへの相談・ 介護保険サービス・ 家族交流会の参加へつなが

るケースがあっ た。  

・  認知症カ フ ェ 参加者、 家族交流会参加者へオレ ンジメ イ ト 育成研

修の案内を行っ ている。  

＜介護事業所へのオレンジメ イ ト 紹介事業＞ 

・  令和元年度より 介護事業所へのオレンジメ イ ト 紹介事業を開始。

ボラ ンティ ア活動を希望するオレ ンジメ イ ト と 、 ボラ ンティ アを募

集し ている介護事業所と のマッ チング事業を行っ た。  

・ ボラ ンティ ア内容は傾聴、 作業時の見守り ・ 声かけ、 囲碁・ 将棋。  

・  介護事業所はグループホーム・ 地域密着型通所介護・ 小規模多機

能型居宅介護にて実施。  

・  オレンジメ イ ト が傾聴ボラ ン ティ アに参加し たこ と をき っ かけ

に、 介護事業所利用者と オレ ン ジメ イ ト の交流が再開するケースが

あり 、 介護事業所利用者と 地域のオレ ンジメ イ ト をつなぐ き っ かけ

を作るこ と ができ た。  

・  介護事業所の活動にオレ ンジメ イ ト が参加するこ と で、 介護事業

所と 地域のオレ ン ジメ イ ト と の顔の見える関係づく り を行う こ と が

でき た。  

●活動経費 ・ オレ ンジメ イ ト 育成研修講師料 15, 000 円／年  

☆オレ ンジメ イ ト と 介護事業所と のマッ チング事業について、 オレ ンジメ イ ト

の居住地域に近い介護事業所を 選定し たこ と で、 介護事業利用者と 地域の

オレ ンジメ イ ト を つなぐ き っ かけと なっ た。 また、 介護事業所と 地域のオ

レ ンジメ イ ト と の顔の見える関係づく り を行う こ と ができた。  

 

 

 

 

 

 

 

ひまわり

カ フ ェ  

写真 
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【 岩倉市】  

ケアド カ フ ェ ひろ みの取組 

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 いわく ら 認知症ケアアド バイ ザー会 

●代表者名 尾関憲明 

●事業開始 2008 年 1 月～ 

●スタ ッ フ 構成 
登録サポータ ー24 名 

（ う ち認知症サポータ ー養成講座の受講者 22 人）  

●運営財源 会費や賛助会員費による 

●連絡先 TEL: 0587-38-5811     Mai l : chouj ukai go@ci t y. i wakur a. l g. j p 

 

事業概要 

●活動形態 
ボラ ンティ ア団体主体の認知症啓発活動等 

だれも が気軽に集える場の提供（ ケアド カ フ ェ ）  

●活動場所 
市内全域 

私鉄駅前 空き 店舗スペース（ ケアド カ フ ェ ）  

●対象者層 

特に定めない 

認知症の方やその家族。 お年寄り 。 子育て中の親。  

通り すがり の人。 地域の様々な方。  

●平均利用者数 実人数 38 名/月 

●活動頻度 週１ 日（ ケアド カ フ ェ ）  

●利用料金 200 円（ ケアド カ フ ェ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

・  第３ 期（ H18～20） 岩倉市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計

画の認知症に関する取り 組みに位置付け、 岩倉市認知症サポータ ー

育成事業の一環と し て始まっ た。  

・  平成 19 年に市民を対象と し た講座を 設定し 「 岩倉市認知症ケアア

ド バイ ザー」 を養成する。  

・  市内各所で認知症サポータ ー養成講座の講師と なる活動を開始す

る。  

・  平成 22 年に市から 独立し たボラ ンティ ア団体と なり 、 市内の全小

学校（ ５ 校） で認知症啓発劇を 上演する。  

・  平成 23 年に名称を「 いわく ら 認知症ケアアド バイ ザー会」 と 改

め、 「 養成講座」 「 カ フ ェ 」 「 広報」 の部会活動を始める。  

【 カ フ ェ 開設への経緯】  

・  会の目的、 役割を考える中で、 会員の想いと し て、 認知症の事を

正し く 理解し ても ら いたい想いから 養成講座を実施し てきた。 それ

と 共にも う 一つの想いと し て直接認知症の方やその家族の方の支え

になり たい想いがあっ た。 その実現方法と し て、 当時話題と し てあ

がっ てきていた「 認知症カ フ ェ 」 について検討を始めた。 岩倉市と

し て会員への情報提供と と も に、 補助金を活用し 、 会員に他県の認

知症カ フ ェ 等にも 視察に行ける よう 支援し た。 「 認知症カ フ ェ 」 に

も さ まざまな運営形態があるこ と を知り 、 自分たちのできる「 認知

症カ フ ェ 」 を模索し 、 認知症の方やその家族だけでなく 誰でも 参加

でき るよう な現在の運営方法に行き ついた。  

・ 名称について 

  役割と し て認知症カ フ ェ にはなるのだが、 来る人たちにそれを知

ら せる必要はないのではないか、 誰も が立ち寄れる場所で認知症の

方も 普通に受け入れら れる空間であり たいと の考えから 認知症を外

し た。 地域に根付き 、 親し まれてき た薬局の名前をいただき 「 ケア

ド カ フ ェ “ ひろ み” 」 と し た。   

●具体的な活動 

①認知症サポータ ー養成講座の開催。  

  保健推進員活動や一般市民向け、 小学校など要望があっ たと こ ろ

に出向き、 サポータ ー養成講座を実施し ている。  

②市の認知症事業の参加 

  認知症にかかる 映画上映会や声掛け訓練など市が実施する 認知症

事業に参加し ていただき、 お手伝いいただいている。  

③ケアド カ フ ェ ひろ み（ 認知症カ フ ェ ） の運営、 実施 

・  毎週木曜日午後１ 時～４ 時までで行っ ている。 会員が以前、 駅前

で薬局をやっ ており 、 その店舗を改装し 利用さ せても ら い実施し て

いる。  

・  地域包括支援センタ ーの職員に協力し ても ら い、 気軽に相談でき

る日を設定し ている。  

・  地域の他の事務所やボラ ンティ ア団体と も 協力し 出張ケアド カ フ

ェ を実施し ている 。  

・  効果と し て、 介護に関する専門的知見を有するサポータ ーや、 社

会経験豊富なサポータ ーが、 主に認知症の人の家族の相談に乗るこ

と で家族の精神的負担の軽減や介護技術の助言、 指導につながっ て

いる。   
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●活動経費 

【 カ フ ェ の会計】  

・ 岩倉市のサロン 活動の助成金の活用 

・ カ フ ェ に参加する会員も 200 円の参加費を一緒に負担し ている。  

☆ケアド カ フ ェ ひろ みでは、 昭和を感じ ていただき ながら 一息出来る場所、 介

護について知り たい方、 認知症の方やその家族、 人と 繋がり たい方、 おし ゃ

べり し たい方、 どなたでも 参加し ていただけるカ フ ェ です。  

☆ケアド カ フ ェ のスタ ッ フ は高齢者です。 でも 侮るなかれ、 介護士・ ヘルパ

ー・ 薬剤師・ 料理上手、 折り 紙の達人、 野菜作り 名人、 唱歌、 歌謡曲、 ク ラ

ッ シッ ク なんでも ござれの音楽好き など、 長年培っ てき たも のがあり ます。

と びき り のスマイ ルと 朗ら かな声でお越し になる皆さ んと 会話が弾みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ フ ェ の写真 

 

開催回数 参加者数
スタ ッ フ

人数
合計人数

４ 月 4 34 23 57

５ 月 4 47 28 75

６ 月 4 26 22 48

７ 月 4 32 25 57

８ 月 4 35 28 63

９ 月 4 32 26 58

１ ０ 月 5 56 28 84

１ １ 月 4 47 25 72

１ ２ 月 4 54 24 78

１ 月 4 36 22 58

２ 月 4 51 26 77

３ 月 3 10 10 20

計 48 460 287 747 3.23から 休み

令和元年度 カ フ ェ 開催実績 
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【 豊明市】  

おたがいさ ま活動（ 暮ら し の困り ごと 支援）  

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 おたがいさ まセンタ ーちゃ っ と （ 愛知県豊明市）  

●代表者名 南医療生活協同組合 ほか 

●事業開始 2017 年 11 月～ 

●スタ ッ フ 構成 
コ ーディ ネータ ー4 名、 登録サポータ ー266 名 

（ う ち認知症サポータ ー養成講座の受講者 90 人程度）  

●運営財源 地域支援事業費（ 生活支援体制整備事業費） 、 利用料 

●連絡先 TEL: ( 0562) 51-0635 Mai l : t oyoake-chat t o@md. ccnw. ne. j p 

 

事業概要 

●活動形態 住民主体の生活支援活動 

●活動場所 市内全域 

●対象者層 
主に高齢者（ う ち認知症自立度Ⅱ1 以上 44 人： Ⅱa10 人、 Ⅱb29 人、

Ⅲa3 人、 Ⅲb1 人、 Ⅳ1 人）  

●平均利用者数 実人数 60 名/月 

●活動頻度 週 5 日 

●利用料金 30 分 250 円 

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

・  2011 年から 「 南医療生活協同組合」 （ 名古屋市緑区） が開始し た

「 おたがいさ まシート 」 の取組を起点と する。 「 おたがいさ まシー

ト 」 と は困っ た人をサポート する取組であり 、 「 膝が悪く てゴミ が

出せない」 、 「 帰宅し ても 話し 相手がいない」 など「 サポート が必

要だ」 と 感じ た人がシート を 南医療生協の地域さ さ えあいセンタ ー

に提出すると 、 センタ ーが地域の組合員にサポート を打診し 、 困り

ごと の解決を図る仕組みである。  

・  こ の取組に豊明市が着目。 地域で長年支え合い活動を実践し てき

た「 コ ープあいち」 、 「 Ｊ Ａ あいち尾東」 に声をかけ、 2017 年４ 月

に準備委員会を 結成し た後、 約７ か月間の準備期間を経て、 「 おた

がいさ まセンタ ーちゃっ と 」 を協同で設立。  

・  サービスを開始し た 2017 年 11 月当時は、 利用者数５ 名、 サポー

タ ー５ 名の細々と し た活動であっ たが、 市の広報活動などの努力が

実を結び、 2020 年６ 月現在で、 生活サポータ ー登録者数は 18～85 歳

の 267 名。 昨年度は毎月約 220 件の依頼があり 、 約 70 人/月が活

動。 サポータ ーの活動量（ 70 人/月） は、 要支援ヘルパーのサービス

提供量（ 50 人/月） を上回っ ている 

・  サポータ ーは、 事業開始当初は組合員が主体であっ たが、 近年は

非組合員が主と なっ ている。  

●具体的な活動 

・  困り ごと がある人（ 家族を 含む） から のニーズの吸い上げは「 地

域包括支援センタ ー」 、 サポータ ーの掘り 起こ し やマッ チングは

「 おたがいさ まセン タ ー」 が役割分担。  

・  サポート を求める人と サポータ ーのマッ チン グを行う ため、 「 お

たがいさ まセンタ ー」 に地域の事情に詳し く 、 資源や人材のマッ チ

ングに長けた生活体制整備事業に係る生活支援コ ーディ ネータ ーを

４ 名配置。 依頼が入ると コ ーディ ネータ ーが依頼者のも と を訪ねて

打ち合わせを行い、 対応可能であると 判断し た場合にサポータ ーと

のマッ チングを実施。 サポータ ーと の依頼者と の顔合わせにはコ ー

ディ ネータ ーも 同席するなど丁寧なサポート を実施。  

・  生活サポータ ーは毎月１ 回市が実施する 講座を受講する必要があ

る。 認知症サポータ ー養成講座を実施する 際は、 生活支援などより

生活サポータ ーの業務に合わせた内容を盛り 込んでいる。  

・  サービス内容は①掃除、 ②買い物、 ③洗濯、 ④食事作り 、 ⑤ゴミ

出し 、 ⑥話し 相手、 ⑦外出の付き添い、 ⑧布団干し ・ 取り 入れ、 ⑨

季節物の入れ替え、 ⑩簡単な繕い物、 ⑪電球・ 電池交換、 ⑫簡単な

家具の補修、 ⑬花、 植木の水やり 、 ⑭雑草取り 、 ⑮その他の 15 項目 

・  活動時間は 30 分単位であり 、 利用者は 30 分ごと に 250 円相当を

自己負担する。  

●活動経費 

・  コ ーディ ネータ ー人件費、 運営事務経費については市から の委託

料（ 地域支援事業費（ 生活支援体制整備事業費） ） で運営。 サポー

タ ーへの謝金は、 利用者から の利用料のみ。  

☆ 市南部を主な活動領域と する南医療生協、 市北部を主な活動領域と するＪ

Ａ あいち尾東農協、 市全域を 主な活動領域と するコ ープあいちを運営主体

と するこ と でで市全域をカ バーするこ と に成功 

☆ サポート を必要と する人には、 近隣のサポータ ーが手を差し 伸べら れるよ

う 、 自治会単位で、 サポート を必要と する人数と それに応えら れるサポータ

ーの人数（ 需給バラ ンス） を 棒グラ フ により 見える 化。 サポータ ーの数が不

足し ている自治会に対し ては、 棒グラ フ を示し 、 サポータ ーの掘り 起こ し を

依頼 

☆ 生活支援サポータ ーが、 依頼者から 丁寧な聞き 取り を行う こ と でミ スマッ

チが生まれにく く 、 継続的な活動が実現。  
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【 東浦町】  

オレ ンジパラ ソ ルによ る 認知症予防啓発運動 

 

運営団体基本情報 

●運営団体名 オレ ンジパラ ソ ル（ 東浦町ボラ ンティ アセンタ ー登録団体）  

●代表者名 道家浩美 

●事業開始 2013 年 4 月～ 

●スタ ッ フ 構成 会員数 14 名（ う ち認知症サポータ ー14 名）  

●運営財源 

会費 1, 000 円（ 年額）  

学校認知症サポータ ー養成講座での劇実施に対し ての謝金 

3, 000 円/1 回 

●連絡先 TEL: 0562-83-8805   

 

事業概要 

●活動形態 ボラ ンティ ア団体による認知症予防啓発運動 

●活動場所 町全域 

●対象者層 町民全て 

●平均利用者数 不明 

●活動頻度 定例会月 1 回 その他活動については不定期 

●利用料金 無し  

 

[ 活動の特徴]  

●経緯 

認知症サポータ ー養成講座、 認知症サポータ ーフ ォ ローアッ プ講座

を受講し た有志で平成 25 年に結成。 講座で学んだこ と をより 多く の人

に知っ ていただき 、 認知症への理解を広め、 認知症の方が地域で暮ら

し やすい町になるこ と を目指し て啓発活動をし ている。  

毎年認知症サポータ ー養成講座、 認知症サポータ ーフ ォ ローアッ プ

講座を受講し た方が参加し 、 年々メ ンバーを増やし ている。  

●具体的な活動 

・  会員間の認知症の理解を深めると 共に、 住民に向けた認知症予防

の啓発運動を実施。  

・  認知症予防カ フ ェ の開催や認知症についてわかり やすく 理解し て

いただく ための劇を 町内で実施さ れる認知症サポータ ー養成講座や

各種イ ベン ト 等で実施。  

・  平成 29 年度より 町内の小学校４ 年生、 中学校 1 年生全員を対象と

し た認知症サポータ ー養成講座において「 物盗ら れ妄想への対応」

「 行方不明高齢者への声掛けの仕方」 の劇を実施。 劇を通し て子ど

も たち への認知症理解のための啓発活動に力を入れている。  

・  国立長寿医療研究センタ ーが実施する、 互いに褒め合う こ と で認

知症予防につなげる 研究に、 サポータ ー自身が参加し 協力し てい

る。  

●活動経費 劇に係る衣装、 道具代等は会費および謝金で賄っ ている。  

☆ 認知症について学び、 認知症の方と 共に暮ら し ていく ために地域での認知

症理解を深めるこ と 、 認知症の方の手助けをし てく れる人を増やすこ と が

必要と 考えた想いのあるメ ン バーが集い、 同じ 地域に住む住民と し て同じ

目線で認知症について語るこ と で、 より 地域での理解、 共感を得るこ と が

出来ている。  
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